
広報
令和２年１月15日　発行

登録用アドレス
t-aizumi@sg-m.jp

No 912
藍メールの登録はこちら

月号

今月の主な記事 住 民 の 動 き
令和元年12月末現在（　）内は前月比

１

新年のあいさつ…………………………………………………… P2
12月議会……………………………………………………………	P3
藍住町子育て世代包括支援センター「りぼん」開設………………	P5
令和２年度　藍住町会計年度任用職員募集……………………	P5
守れ人権　許すな差別……………………………………………	P12
情報ＮＯＷ…………………………………………………………	P13～18

　12月15日、「インディゴコレクション2019」が総合文化ホールで開催されました。「藍の魅力をつなげよう！」をテーマに、
モデル自ら製作した藍染め衣装をランウェイで披露しました。
　今年はオリンピック・パラリンピックの開催により、藍染めのジャパンブルーがさらに注目される１年になります。
本町でも、12月に完成した藍住町産の蒅

すくも

（藍の染料）を使って藍の魅力を発信していきます。

ジャパンブルーに染まるジャパンブルーに染まる

２０２０年の幕開け２０２０年の幕開け

撮影：三木恭典氏（三木写真館）

人　口	 35,291人	（＋６） 15歳未満	 5,273人	（−13）

65歳以上	 8,563人	（＋17）

平均年齢	 43.8歳

　男	 17,040人	（−８）

　女	 18,251人	（＋14）

世帯数	 14,623戸	（＋16）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
元
号
が
令
和
に
代
わ
っ
て
、
初
め
て
の
新

春
を
す
こ
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
、
町
民
の
皆
様
か
ら
賜

り
ま
し
た
町
政
へ
の
ご
協
力
の
数
々
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
、
現
在
実
施
し
て
お

り
ま
す
主
な
事
業
の
状
況
と
、
私
の
町
政
に
臨

む
姿
勢
を
申
し
上
げ
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
が
、
昨
年
11
月
３

日
に
開
館
し
、
多
数
の
関
係
者
の
ご
出
席
の
も

と
、
開
館
記
念
式
典
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
は
、
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ

く
り
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
多
く
の
方
が
集
う

世
代
間
交
流
の
拠
点
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
多
様
な
公
演
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
に

ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
名
の
由
来
と
も
な
っ
て
い
る「
藍
」に

つ
い
て
は
、
昨
年
、
阿
波
藍
に
関
す
る
ス

ト
ー
リ
ー
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
粘
り
強
く
、
取
組
を
続
け
て
き
た
結

果
で
あ
り
、
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　
今
後
は
、関
係
市
町
と
の
連
携
の
も
と
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
、
様
々
な
事

業
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
か
つ
て
本
町
は
、
藍
の
一
大
産
地
で
あ

り
ま
し
た
が
、
葉
藍
の
栽
培
や
蒅
作
り
が

途
絶
え
て
久
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
何
と
か
復
活
さ
せ
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
し
、

藍
の
栽
培
を
行
う
と
と
も
に
、
勝
瑞
城
跡

公
園
に
寝
床
を
整
備
し
、
念
願
の
藍
住
町

産
の
蒅す

く
も（
20
俵
）が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
い
よ
い
よ
、
藍
住
町
産
の
蒅
に

よ
る
、
藍
染
め
が
実
現
い
た
し
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
藍
の
魅
力
を
発
信
す
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー「
イ
ン
デ
ィ
ゴ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」や
藍
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、様
々

な
場
所
で
の
展
示
等
、
藍
を
盛
り
上
げ
、

藍
の
魅
力
を
町
内
外
に
発
信
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
、

切
れ
目
の
な
い
総
合
的
支
援
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
拠
点
と
な
る
、「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」を
、
今
年
１
月
６
日
に�

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
電
話
相
談
事
業
を
大
幅
に
拡
充
す
る
と

と
も
に
、
養
育
支
援
会
議
や
、
産
前
・
産

後
サ
ポ
ー
ト
事
業
、産
後
ケ
ア
な
ど
に
も
、

鋭
意
取
り
組
み
、
安
心
し
て
産
み
育
て
ら

れ
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て
は
、
体
力
づ
く

り
、
筋
力
ア
ッ
プ
に
気
軽
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
度
か
ら
、
ゆ
め
タ

ウ
ン
徳
島
内
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
、商
品
券
と
交
換
で
き
る「
健

康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」や
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
継
続
的
に
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う「
あ

い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
年
会
費
助
成
事

業
」を
実
施
し
て
お
り
、
多
く
の
方
に
参

加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
Ｏ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
温
水
プ
ー
ル
講
座
の
一
部
を
補
助
す

る「
健
康
す
い
水
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
事
業
」を

実
施
し
て
お
り
、
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る

こ
う
し
た
取
組
に
、
是
非
ご
参
加
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
確
率
は
30
年
以
内

に
70
～
80
％
と
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
地
震

や
大
雨
等
の
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
災
害
の
対
応
は
、
ま
ず
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る「
自
助
」が
第
一
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
内
一
斉
避
難
訓

練
や
総
合
防
災
訓
練
等
を
実
施
し
、
災
害

への
備
え
の
啓
発
等
を
行
って
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
活
動

の
活
性
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
災
害

備
蓄
品
の
拡
充
や
、
藍
メ
ー
ル
に
よ
る
災

害
情
報
の
発
信
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
再
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
総
合
文

化
ホ
ー
ル
を
福
祉
避
難
所
に
指
定
す
る
な

ど
、
町
民
の
皆
様
の
生
命
を
守
る
た
め
の

「
災
害
対
応
や
備
え
」に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
一
例
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

私
は
町
政
運
営
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様

に「
藍
住
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」と
実
感

い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
教
育
や

福
祉
の
充
実
、
産
業
振
興
、
防
災
対
策
に

取
り
組
み
、
活
力
あ
る
自
立
し
た
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
新
た
な�

時
代
の
幕
開
け
を
予
感
さ
せ
る
年
で
も
あ

り
ま
す
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
新
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
に
ぎ
わ
い
や
交
流
を
創

出
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
一
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
、
す
ば

ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
、年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り

年
頭
に
あ
た
り

藍
住
町
長　

髙
　
橋
　
英
　
夫

新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
の
あ
い
さ
つ
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
令
和
２
年
の
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

ま
し
た
町
民
の
皆
様
に
、
心
か
ら
お
喜
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
議
会
活
動
に
対
す
る

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、平
成
か
ら
令
和
と
な
り「
人
々

が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
文
化
が
生

ま
れ
育
ち
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
新
し
い

時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
」と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
国
内
景
気
は
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改

善
が
続
く
な
か
で
、
各
種
政
策
の
効
果
も

あ
っ
て
、
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
政
府
は
、
デ
フ
レ
か
ら

の
脱
却
を
確
実
な
も
の
と
し
、
経
済
再
生

と
財
政
健
全
化
の
双
方
を
同
時
に
実
現
し

て
い
く
た
め
、
引
き
続
き
各
種
政
策
等
の

着
実
な
実
行
と
さ
ら
に
、
誰
も
が
活
躍
で

き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に

向
け「
全
世
代
型
社
会
保
障
」を
実
現
す
る

た
め
、
労
働
制
度
を
は
じ
め
制
度
全
般
の

改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
藍
住
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
型
店
舗

の
開
業
な
ど
活
気
の
あ
る
町
と
し
て
注
目

さ
れ
、
徳
島
県
内
で
数
少
な
い
人
口
増
加

の
町
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
口
減

少
問
題
は
決
し
て
無
縁
で
は
な
く
、
将
来

訪
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
の
問
題
の
対
策
と
し

て
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
、
活
力
溢
れ
た

町
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り

も
肝
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
チ
ェ
ッ
ク

機
関
と
し
て
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と

責
任
を
自
覚
し
、
議
会
の
機
能
強
化
と
と

も
に
議
会
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

議
会
・
議
員
の
魅
力
と
資
質
の
向
上
を
図

り
、
町
民
の
皆
様
に
議
会
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
住
民
の
福
祉
向
上
を
め

ざ
す
と
と
も
に
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
構

築
し
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る

町
づ
く
り
に
、
議
員
一
同
全
力
で
取
り
組

ん
で
行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
町
議
会
に
対
し
、
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が

皆
様
に
と
り
ま
し
て
す
ば
ら
し
い
、
幸
多

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

新
年
を
迎
え
て

新
年
を
迎
え
て

藍
住
町
議
会
議
長　

森
　
　
彪

4
日

上
程
議
案
等

◆�

令
和
元
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

◆�

藍
住
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
上
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
下
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
の

規
定
の
全
部
を
適
用
す
る
こ
と
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

◆�

企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て（

以
上
町
長
提
案
）

12
日

一
般
質
問

◆�

林　
茂
議
員
、
小
川　
幸
英
議
員
、
西
岡　

恵
子
議
員
、
徳
元　
敏
行
議
員
、
永
濵　
茂

樹
議
員
の
５
氏
が
登
壇
、
行
政
全
般
に
関
す

る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

19
日

上
程
議
案
等

◆�
藍
住
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意
に
つ

い
て

（
以
上
町
長
提
案
）

◆�

藍
住
町
副
町
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
議
会
議
長
の
不
信
任
決
議
の
動
議

◆�

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
中
止
を
求
め
る
意

見
書

◆�

国
民
健
康
保
険
税
を
協
会
け
ん
ぽ
並
み
に
引

き
下
げ
る
改
善
を
求
め
る
意
見
書

◆�「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」を
廃
止
し
、
最
低

保
障
年
金
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

◆�

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
中
止
を
求
め
る
請

願
書（
採
択
）

◆�

国
民
健
康
保
険
税
を
協
会
け
ん
ぽ
並
み
に
引

き
下
げ
る
改
善
を
求
め
る
請
願
書（
採
択
）

◆�「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」を
廃
止
し
、
最
低

保
障
年
金
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
の

採
択
に
関
す
る
請
願
書（
採
択
）

（
以
上
議
員
提
案
）

※�

一
般
質
問
の
内
容
、
議
員
提
案
等
の
詳
細
は

２
月
発
行
予
定
の「
議
会
だ
よ
り
」で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

臨
時
議
会

　
令
和
元
年
第
６
回
議
会
臨
時
会
は
12
月

23
日
に
開
会
し
、
次
の
議
案
が
再
議
に
付

さ
れ
否
決
さ
れ
た
た
め
、
廃
案
と
な
り
ま

し
た
。

◆�

藍
住
町
副
町
長
の
定
数
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
第
４
回
議
会
定
例
会
は
12
月
４
日
に

開
会
し
、
町
長
提
案
７
議
案
及
び
議
員
提
案
５
議

案
を
可
決
し
、
19
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

12月議会

任
命
さ
れ
た
教
育
委
員
会
委
員
を

任
命
さ
れ
た
教
育
委
員
会
委
員
を

ご
紹
介
し
ま
す

ご
紹
介
し
ま
す

安芸  隼 氏（住吉）
（任期 令和元年12月19日
～令和４年９月30日）
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令和２年度放課後健全育成事業（放課後児童クラブ）申込受付
対象児童　保護者が就労等により昼間家庭にいない町内の小学校に就学している１年生から６年生までの児童
実施場所　富吉児童館　勝瑞児童館　奥野児童館　住吉児童館　西部児童館
利用開始　４月１日（水）～
利用日時　小学校登校日　放課後～午後７時
　　　　　小学校休業日　午前７時30分～午後７時　

（日・祝日・年末年始は除く）

受付期間　２月１日（土）～２月12日（水）　午前９時～午後６時（日・祝日を除く）
受付場所　放課後児童クラブを実施する各児童館
必要書類　申請書、就労・内職証明書等
※詳細は実施要領をご覧ください。（町ホームページでご覧いただけます）
※�西小学校地区、北小学校地区は、住所により区分けをする場合があります。
　希望のクラブに入会できない場合がありますので、ご了承ください。
※�必要書類は各児童館、幼稚園、福祉課に備えています。また、町ホームページからもダウンロードできます。
※�申込多数のときは入会判定基準により入会決定を行います（申込順ではありません）。
※�受付期間以降も随時受付は行いますが、４月からの利用ができない場合があります。
※�午後６時以降は延長利用となり別途申請が必要です。申請書は各児童館に備えています。
※�長期休暇中のみの利用については、放課後児童クラブの運営に支障のない範囲とします。
問 福祉課（☎637・3114）

　令和元年度のあいずみスポーツクラブの教室等を受講した65歳から74歳までの個人会員の方で、令和２年度
も引き続き個人会員を継続される方に対してあいずみスポーツクラブの年会費の一部を申請により助成します。

【対象となる方】　次の①から④全ての要件に該当する方
　①�藍住町に住民票があり、65歳から74歳までの藍住町介護保険被保険者の方（ただし、後期高齢者医療保険に
加入している方を除く。）

　②要介護（要支援）の認定を受けていない方
　③介護保険料に未納がない方
　④�令和元年度のあいずみスポーツクラブの教室・活動等を受講し、かつ令和2年度も引き続き個人会員を継続され
る方

　　※一度も教室や活動に参加していない方は助成の対象となりません。
【助成金額】　3,000円（上限）
　※�令和元年度のあいずみスポーツクラブ年会費（個人会員会費及び保険料）として支払った金額に応じて助成
金額を決定します。

　申請期限：２月20日（木）　※必ず申請期限までに手続をお願いします。
　申請場所：あいずみスポーツクラブ（体育センター内）

問 健康推進課（☎637・3115）

　12月19日の議会閉会日に、町から永濵茂樹町議会

副議長と古川義夫議員に感謝状を贈呈しました。こ

れは町議会議員として多年にわたり精励され、議長

の重職を歴任されるなど、議会の円滑な運営と町勢

発展に多大の貢献をされた功績によるものです。

感謝状を受け取る古川義夫議員

謝辞を述べる永濵茂樹副議長

感謝状の贈呈

あいずみスポーツクラブの年会費を一部助成します65歳から74歳65歳から74歳
までの方の　までの方の　
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●告 示 日　２月４日（火）
●投 票 日　２月９日（日）
●投票時間　午前７時～午後８時
●期日前投票・不在者投票　
　期 間　２月５日（水）～８日（土）
　期日前投票時間　午前８時30分～午後８時
　期 日 前 投 票 所　コミュニティセンター（役場４階）
　その他詳細については、２月初旬発行予定の広報あいずみ選挙特別号でお知らせします。
問 選挙管理委員会（☎637・3126）

　会計年度任用職員登録の受付を行います。
　町の臨時職員・嘱託職員制度は令和２年４月から会計年度任用職員制度に移行します。
　登録された方の中から、必要に応じて会計年度任用職員として雇用します。
１ 職 務 内 容　�事務補佐員、看護師（ナースバンク含む）、精神保健福祉士、介護支援専門員、保育士
　 　　　　　　保育補助員、幼稚園助教諭、作業員（ゴミ収集・発掘作業）など
２ 条 件　�看護師、精神保健福祉士、介護支援専門員、保育士、幼稚園助教諭については資格を有する方
　 　　　　　　地方公務員法第16条に定める欠格事項に該当していないこと
　 　　　　　　藍住町の町税及び国民健康保険税等を滞納していないこと
　 　　　　　　※年齢制限はありません
３ 採 用 期 間　令和２年４月１日から令和３年３月31日までの間で、必要に応じて随時
４ 社 会 保 険　健康保険、厚生年金保険、雇用保険は、各法令の定めにより加入していただきます。
５ 登 録 方 法　�「藍住町会計年度任用職員申込書」と「町税等の納税状況調査同意書」を総務課に持参又は郵送し

てください。また、郵送による申込みの場合は、封筒の表に「会計年度任用職員登録」と記入し
てください。

　 　　　　　　※�看護師・精神保健福祉士・介護支援専門員・保育士・幼稚園助教諭については、資格証等の
写しを添付してください。

　 　　　　　　※�「藍住町会計年度任用職員申込書」と「町税等の納税状況調査同意書」の様式は総務課に請求し
てください。

　　　　　　　　 なお、藍住町のホームページからでもダウンロードできます。
６ 申込受付期間　２月10日（月）まで　　午前８時30分〜午後５時15分（土・日・祝日を除く）
７ 採 用 方 法　書類選考と面接（採用する場合のみ連絡します）
８ そ の 他　・�平成31年度（令和元年度）中に臨時職員の登録を済まされている方についても、登録する必要

があります。
　 　　　　　　・提出いただいた申込書類は返却できませんので、ご了承ください。
　 　　　　　　※会計年度任用職員募集の詳細については、ホームページで確認してください。
９ お 問 合 せ　〒771-1292　奥野字矢上前52番地１　総務課（☎637・3111）

令和２年度 藍住町会計年度任用職員募集

藍住町議会議員一般選挙投票日は２月９日（日）です

藍住町子育て世代包括支援センター「りぼん」開設
　安心して妊娠・出産・子育てができる町をめざし、１月６日から、保健センター内に
藍住町子育て世代包括支援センター「りぼん」を開設しました。
　このセンターでは、保健師や助産師が、お母さんやお子さんの健康や子育てに関する
様々な相談に対応いたします。
　お父さんやご家族の方もお気軽にご相談ください。

～ センターの主な業務 ～～ センターの主な業務 ～
〇妊娠がわかったら	 〇子育てで心配や気になることがあったら
　・母子健康手帳の交付	 　・育児や授乳、離乳食の進め方についての相談
　・妊婦一般健康診査受診票等の交付	 　・お子さんの成長や発達についての相談
　・妊娠・出産に関する相談や情報提供など	 　・お母さんやお子さんの心身の健康についての相談

場　　所　総合文化ホール　保健センター内（奥野字矢上前32番地１） （☎６９２・０
お
８
や
０
と
５
こ
）

開所日時　午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日を除く）
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給与支払報告書の提出はお早めに
　会社や個人事業主が人を雇って給与を支払った場合、翌年の１月31日までに市町村へ「給与支払報告書」を
提出することが法律により義務付けられています。
　また、給与を受け取った方がすでに退職している場合でも、原則として市町村への「給与支払報告書」の提
出が必要となります。

 なお、原則全ての事業者が、個人住民税の特別徴収義務者となります。特例として、「徳島県統一基準」
に該当すれば普通徴収とすることができますので、普通徴収とする給与支払報告書がある場合は「個人住
民税普通徴収該当理由書※」を必ず一緒にご提出ください。※町ホームページからダウンロードできます。

源泉徴収票は大切に保管してください
　会社や個人事業主から給与の支払を受けた場合は、給与の支払者から源泉徴収票を必ず交付してもらって
ください。
　また、給与の支払者は、請求の有無を問わず、法の規定により源泉徴収票を必ず交付しなければなりません。
　なお、確定申告など税に関する手続をする際に、源泉徴収票が原則必要となりますので、交付された源泉
徴収票は大切に保管すると同時に、記載内容に誤りがないか確認してください。

消費税確定申告書は鳴門税務署に郵送又は直接ご提出ください
　個人事業者に係る消費税について、令和元年分から役場税務課では受付を行いませんので、消費税確定申
告書は、鳴門税務署に郵送又は直接提出してください。
　鳴門税務署では、令和２年２月17日から確定申告会場を開設しています。

問 税務課（☎637・3117）

　 　 　税務課からのお知らせ　 　 　

償却資産(固定資産税)の申告はお済みですか？

申告は１月31日（金）までに申告は１月31日（金）までに
　　償却資産とは、個人（法人）で工場、商店、農業及
び不動産業などを営んでいる方が、その事業のために
用いる構築物、機械、設備、器具及び備品などの有形
固定資産です。
　町内に償却資産を所有されている方は、１月１日現
在の資産所有状況を１月31日(金)までに税務課へ申告
してください。
　なお、償却資産を所有されている方で令和２年度償
却資産申告書が届いていない場合は、必要書類を送付
いたしますので、税務課までご連絡ください。

問 税務課（☎６３７・３１１７）

税・保険料 納期限

①
町 県 民 税（4期） １月３１日（金）
国民健康保険税（7期） １月３１日（金）

②
介 護 保 険 料（7期） １月３１日（金）
後期高齢者医療保険料（6期） １月３１日（金）

※�口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご
入金ください。
※�口座振替契約を解除する場合には、解約手続が
必要です。
　�転出・婚姻等、世帯状況に異動があった場合でも、
自動的に解約とはなりませんのでご注意ください。

問 ①に関すること 税務課（☎６３７・３１１７）　　
②に関すること 健康推進課（☎６３７・３１１５）

￥ 今月の町税・保険料の納付
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鳴門税務署
（☎６８５・４１０１）

鳴門税務署からのお知らせ

　確定申告期間中、確定申告会場は大変混雑します。
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成し、ｅ-Ｔａｘ、郵送等での提出をお願
いします。（郵送の場合は、本人確認書類の写しの添付をお願いします。）
　作成方法は、動画    　　　 でご覧いただけます。 

申告書の作成はこちらから！
www.keisan.nta.go.jp
 使い方は電話で相談♪  　0570・01・5901

スマホでも 
できるよ！

▲

申告書は、ご自宅で作成し提出できます

税務署で申告書を作成する場合は、２月 17日（月）以降にお越しください。 

税務署の駐車場は大変混雑しますので、公共交通機関をご利用ください。

所得税等の確定申告会場について
○開設期間　２月17日（月）～３月16日（月）（土・日・祝日を除く） 
○開場時間　午前９時～午後５時（受付：午前８時30分～午後４時）
       申告会場には午後４時までにお越しください。
       ※混雑状況により、午後４時以前に入場を締め切る場合があります。 

▲

確定申告会場は、２月17日から開設します

問
▲

消費税の確定申告をされる方へ
　申告書を作成する際、「区分経理をした帳簿」が必要になります
　令和元年10月から消費税の軽減税率制度が始まりました。
　軽減税率対象の取引がある場合、令和元年９月30日以前の税率と令和元年10月１日以降の軽減税率８％と
標準税率10％を区分して記帳した帳簿（区分経理をした帳簿）が必要になります。
　なお、区分経理をした帳簿から転記等を行い「課税取引金額計算表」（簡易課税制度の適用がある方は、「課
税取引金額計算表」の売上（収入）部分）を準備しておくことで、申告書の作成がスムーズに行えます。

後期高齢者医療制度
保険料のお支払い方法が変更できます
　後期高齢者医療保険料は、原則として特別徴収
（年金から天引き）による納付となりますが、特別
徴収の対象者であっても普通徴収（口座振替）によ
る納付を選択することができます。
　口座振替を希望される方は１月24日（金）までに
健康推進課で申請手続をお願いします。
※�提出期限を過ぎても申出により口座振替に変更
できますが、提出時期によって特別徴収の停止
時期が異なりますので、ご注意ください。

〈申請に必要なもの〉
①後期高齢者医療被保険者証　②預金通帳
③通帳の届出印
※�口座契約だけでは特別徴収を停止することができません。
※�特別徴収を希望される方は、届出の必要はありません。
※�後期高齢者医療保険料の納付状況によっては、特
別徴収になる場合があります。
問 健康推進課（☎637・3115）

ハ～イ
こくねんです！ 新成人の皆さん おめでとうございます新成人の皆さん おめでとうございます
【国民年金の加入について】
　国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万が一、病気や
ケガで障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに
年金を受け取ることができる制度です。
　日本に住む20歳以上60歳未満の全ての方は国民年金に加
入し、保険料を納めることになっています。20歳になった方に
は、日本年金機構から国民年金に加入したことをお知らせす
る書類及び年金手帳が送付されます（厚生年金又は共済年金
に加入している方を除きます）。
　また、保険料の納め忘れがあると年金を受けられないこと
がありますので、学生の方や収入が少なく保険料の支払が困
難な方は「学生納付特例制度」や「保険料免除・納付猶予」な
ど、保険料の支払を免除や猶予する制度がありますので、保
険料を未納のまま放置せず申請してください（納付猶予制度は、
学生でない50歳未満の方が対象です。なお、平成28年６月以
前の期間は、30歳未満であった期間が対象となります）。

問  徳島北年金事務所（☎655・0200）
　　町住民課（☎637・3113）
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2020年農林業センサスに2020年農林業センサスに
ご協力くださいご協力ください
　農林水産省では、２月１日現在で、「2020年
農林業センサス」を実施します。
　農林業センサスは、農林業の実態を明らかに
し、国や都道府県、市区町村はもちろん各方面
にわたり、広く利用できる総合的な統計資料を
得るための調査です。
　１月上旬から調査員が農林業関係者の方々を
訪問して、調査票に農林業の経営状況などの記
入をお願いします。
　調査票に記入された事項については、統計以
外の目的には使用されませんので、ご協力をお願
いします。
問 企画政策課（☎637・3124）

　農業委員会等に関する法律に基づき選出方法が推薦・
公募になり、今年７月に任期満了に伴う農業委員、農地利
用最適化推進委員の改選が行われます。
　農業委員は農業委員会全体の活動を、農地利用最適化
推進委員は地区を担当して農地の集積や耕地放棄地の解
消などの活動を農業委員とともに行います。
◆定　 員	 農業委員(任命) … ……………………… 14人
	 農地利用最適化推進委員(委嘱)………… ６人
◆報酬(月額)	農業委員会長… …………………… 17,000円
	 農業委員… ………………………… 13,000円
	 農地利用最適化推進委員… ……… 10,000円
◆任　 期	 令和２年７月20日～令和５年７月19日
◆受付期間	 ２月３日(月)～28日(金)
　�詳細は、町ホームページをご覧いただくか、お問い合わ
せください。
問 農業委員会（☎637・3121）

　町では、自ら避難することが困難な高齢者や障がい者などの避難行動要支援者に対し、地域で安否確認や避
難誘導などの手助けを地域支援者の協力により、迅速かつ的確に行うための体制づくりを進めています。

避難行動要支援登録対象者とは
　次の⑴～⑹いずれかに当てはまる在宅の方で、単身及び高齢者のみの世帯、障がい者のみ及び
高齢者・障がい者世帯に属する方で、災害時において地域での支援を希望する方
　⑴ 要介護認定３～５を受けている方
　⑵ 身体障害者手帳１、２級所持者（心臓・腎臓機能障害のみは除く）
　⑶ 療育手帳A所持者
　⑷ 精神障害者保健福祉手帳１、２級所持者で単身世帯の方
　⑸ 日常生活に支援が必要な難病患者
　⑹ 上記以外で町が支援の必要を認めた方

名簿登録・個別計画の作成
　登録対象となる方には、12月に避難行動要支援者登録申請書兼同意書の書類を郵送しています。必要事項を
ご記入いただき、同封の返信用封筒で返信してください。これまでに、同意書の提出をいただいている方も確
認のため再度の提出をお願いします。
　要支援者登録制度に同意した方に、民生委員・児童委員又は担当職員が訪問し、緊急連絡先や医療・福祉の情報、
避難時や避難場所での留意事項などを確認し避難行動要支援者ひとりひとりの「個別計画」を作成します。
　書類が届いていない方で避難支援を希望される方は福祉課にお問い合わせください。

問 福祉課（☎637・3114）

農業委員と農地利用最適化推進委員募集

避 要行 援 制難 支動 者 度

制度の流れ
名簿の作成

普段からの見守り
災害時の避難支援 
安否確認 情報提供

申請書の提出
避難行動要支援者 藍住町役場

自主防災会民生委員・児童委員避難支援者

地域の助け合いが大切

地域支援者

協 力 協 力

地域支援機関
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いきいき百歳体操教室いきいき百歳体操教室
　「いきいき百歳体操」は、地域の人が集まる身近な場所で、40分程度のDVDを見ながら、
イスに腰かけた状態で行う筋力アップの体操です。教室に参加して仲間と楽しく健康づく
りをしましょう。

～藍住町総合文化ホールで新規教室を開設します～～藍住町総合文化ホールで新規教室を開設します～
日　時：１月28日（火）から毎週火曜日（祝日を除く）　午前10時〜11時
※第１回目から第３回目までは午前10時から11時30分まで
　徳島県理学療法士会にご協力いただき、体操の説明や体力測定を実施します。
場　所：総合文化ホール2階 交流室２（奥野字矢上前32番地１）
対象者：町内在住のおおむね65歳以上の方で、毎週教室に参加しながら、筋力アップや仲間づくりをしたい方
準備物：飲物（水分補給できるもの）、動きやすい服装
申込み：第１回目（１月28日）のみ前日までに電話にて参加申込みが必要です。
　　　　第２回目（２月４日）以降は申込み不要です。ご自由にお越しください。

　上記の全条件に該当するグループは、地域包括支援センターに「藍住町いきいき百歳体操教室設置申請書」
を提出してください。
　教室の設置が承認されたら、町から「いきいき百歳体操」のDVDを無償で貸与するとともに、教室に理学療
法士を派遣し、体力測定や正しい体操方法の指導等を行い、教室の継続に向けたサポートを行います。
問  地域包括支援センター　（☎637・3175）

〜体操教室に取り組む団体を募集します〜〜体操教室に取り組む団体を募集します〜
【教室開設の条件】
 • 町内在住のおおむね65歳以上の方で、５人以上のグループであること
 • グループで代表者を1人設けること
 • 週１回以上自主的に集まって体操し、３か月以上継続して取り組むことができること
 • 体操会場があること（集会所や憩の家、メンバー個人のお宅や納屋等、体操が可能な場所）
 • 体操に必要な物品（人数分のイス、DVDプレイヤーとテレビ、必要に応じて重り）が準備できること

生ごみ処理器具の生ごみ処理器具の
購入補助金購入補助金

　保管中のごみの臭いや重いごみ出しに悩んでい
ませんか。町ではごみの減量化を図るため、家庭
用電気式生ごみ処理機と生ごみ処理容器の購入
に対する補助を行っています。
　購入を予定されている方は、ぜひ補助制度をご
活用ください。
家庭用電気式生ごみ処理機
・処理機の種類　家庭用であれば機種の指定は
　ありません。
・補助金の額　購入金額（消費税含む）の1/2
　（千円未満切捨て）※上限は3万円
生ごみ処理容器
・容器の種類　コンポスター
・補助金の額　購入金額（消費税含む）の1/2
　（10円未満切捨て）※上限は4千円
共通の条件
・町内在住者であり自宅で使用すること。
・処理器具を購入する前にあらかじめ申請し、補
　 助金の交付決定を受けてから購入してください。
   問  生活環境課（☎637・3116）

オンライン
ショップで
ポイント利用

スマホによる
QRコード
決済等で
ポイント利用マイナンバーカード

を取得して、
マイキーID を取得

（例：○○ペイ等）
前払い分等+プレミアム分

前
払
い
等

利用者

（プレミアム分）

国による
支援

民間
キャッシュレス
決済手段 ポイント

利用

利用場面の一例仕組みのイメージ

マイナポイント
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地域おこし協力隊活動レポート地域おこし協力隊活動レポート
　11月末に藍の発酵を促す切り返しの
作業が終わり、12月８日に完成した蒅

すくも

を袋に詰める作業を行いました。
　袋に詰め終わって、空っぽになった
寝床を見ると３月の種まきからの作業
を思い出して、少し寂しい気持ちに
なってしまいました。
　今年製造した藍住産の蒅

すくも

は、2020年
夏頃から使って染めていく予定です。

　12月15日（日）、藍染め衣装のファッションショー「インディゴコレクション2019」を総合文化ホールで開催し
ました。今回から総合文化ホールでの開催となり、さらにレベルアップしたステージで、「藍の魅力をつなげよ
う！」のテーマの下、総勢73名のモデルたちが藍の魅力を存分に発信しました。ファッションショーはもちろん
のこと、フィナーレでは、特別ゲストの福富 弥生さんが歌う「藍のうた」とバルーンを使った演出により、会場
は一体感に包まれていました。

インディゴコレクション2019フォトギャラリーインディゴコレクション2019フォトギャラリー
　モデルやデザイナーが作った藍染め衣装、モデルさんのかわいい表情など、プロのカメラマンが撮影した当
日の模様をフォトギャラリーでお見せします。ご来庁の際は、ぜひご覧ください。
日　時／１月17日（金）～31日（金）（土・日・祝日を除く）
　　　　午前８時30分～午後５時15分
場　所／町民ホール（役場１階）
問  経済産業課（☎637・3120）

インディゴコレクション2019インディゴコレクション2019

撮影：三木恭典氏（三木写真館）
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　加齢に伴い心身の活力が低下した状態「フレイル（虚弱）」から要介護状態への進行を防ぐために、徳島県のモデル
事業を受け、本町に「フレイルサポーター」が誕生しました。所定の研修を受けた町民の方を「フレイルサポーター」
に任命し、高齢者に生活習慣の指導などを行います。
　いつまでも健康でいきいきと暮らしていくために、今後も様々な地域
でフレイルチェック測定会を開催していきます。
　フレイルサポーター研修も毎年実施して増員する予定ですので、興味
のある方は社会福祉協議会までお問い合わせください。

問  藍住町社会福祉協議会（☎６９２・９９５１）

フレイルサポーターが誕生しました！フレイルサポーターが誕生しました！

おめでとう おめでとう

　12月15日に、髙橋町長が慶祝訪問し、祝い状と祝い金を贈呈しました。
　生田さんは、若いときから写真、油絵など趣味が多く、様々な賞を受けられ
たそうです。現在も大変お元気で、 「ありがとうございます」とお礼の言葉を述
べ、話し好きということもあり、たくさんお話してくださいました。
　これからも元気でお過ごしください。

（12月15日現在、町内の100歳以上の方は　男性３人　女性11人）

生　田　孝　夫生　田　孝　夫さん（住吉）さん（住吉）  大正大正₈₈年年1212月月1515日生まれ日生まれ

101000歳おめでとうございます歳おめでとうございますおめでとう おめでとう

　10月７日、東京国際フォーラムで更生保護
制度施行70周年記念全国大会が開催され、篠
原 正明氏（奥野）が更生保護法人全国保護司
連盟理事長表彰を受賞されました。
　篠原氏は、平成14年から保護司として保護
観察、安全・安心な地域社会づくりのための
更生保護活動に貢献されたことが評価された
ものです。

　12月12日、選挙制度130周年記念表彰伝達
式が県庁で開催され、鍋島 龍夫氏（勝瑞）が内
閣総理大臣表彰を受賞されました。鍋島氏は、
平成９年から藍住町選挙管理委員会委員とし
て、また平成17年からは藍住町選挙管理委員
会委員長として、多年にわたり選挙の管理執
行に精励されたことが評価されたものです。

更生保護法人全国保護司更生保護法人全国保護司
連盟理事長表彰連盟理事長表彰

選挙制度130周年記念選挙制度130周年記念
内閣総理大臣表彰内閣総理大臣表彰
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高齢者差別について高齢者差別について ●藍住町スローガン●
守れ人権 許すな差別

●● 母の介護 母の介護
　私には、84歳になる母がいます。若いときは、町内にある病院で看護師を
していました。昨年の10月に玄関でバランスを失い、頭を打ち倒れました。
幸いなことに入院はしなくて大丈夫でした。家で養生をしていましたが、
現在では足が少しもろくなり階段の上り下りや椅子からの立ち上がりがう
まくいかなくなり介護が必要になりました。ある日、母をお風呂に入れて
いるとき急に、「ねえちゃんが偉そうにいやらしに言う」と妹に泣きながら
訴えていました。全く私には身に覚えのないことですが、何かの拍子に私
の言葉が、母には辛く聞こえたのでしょう。５分もたたないうちに、 ｢明日
病院の日やけんな。」と言います。病院の日だからついて来てとは言いませ
ん。上から目線です。
　そんな母を誘い、藍住町人権啓発推進事業で『ケアニン』と言う映画を一緒に見に行きました。『ケアニン』と
は、介護・看護・リハビリなど人の「ケア」に関わり、自らの仕事に愛情、情熱を持って介護する人のことを言
います。この映画を観て、介護する人もされる人も同じ人間、感情もあればプライドもあると感じました。母
も自分の事は自分でしようと心がけるようになったようです。身近な人と関わる中で、一緒に笑い、思いやり、
あたりまえの日常をあたりまえに過ごし、素敵に年を重ねていきたいと思いました。

●● 高齢化社会 高齢化社会
　高齢者に対する人権侵害を防止するために「高齢者の虐待防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法
律」が2006年に施行されました。世間では、高齢者施設での虐待や家庭でのネグレクトなどがTVの話題にあ
がっています。 「年寄りの出る幕じゃない」と言われたり、 ｢汚い｣ 「早くして」 「さわらんといて」など傷つけら
れる言葉で阻害されたりします。また、高齢者を狙った詐欺事件も後を絶ちません。一方、高齢者自身も「ま
だまだ若い者には、負けん」と車の運転をすることで、事故を起こしたり、 「うるさい」 「おまえたちに何がわか
るんだ」と頑固に話したりします。そこに必要なことは、周りの人とのコミュニケーションを取り、寄り添う
ことで、お互いを理解することができてくると考えます。若い者も老いはいつかきます。先人のしてきたこと
を敬い、自分のこととして向き合っていってほしいと思います。私は保育士を
していますが、三つ子の魂百までの言葉を頭に置き毎日楽しく生活できること
を心がけ過ごしています。特別なことではありません、あたりまえのことなの
です。私自身、60歳を過ぎ、妹も55歳になり健康に自信がなくなってきましたが、
協力しながら楽しく母の介護をしていきたいと考えています。

町人権教育推進協議会 運営部会　安藝　公美子

人権標語人権標語 藍住中学校生徒作品

関係ない　そう思わずに　関心を	 １年　橋本　　真
認めよう　自分も人も　心から	 ２年　板東　愛佳
悪口は　心に刺さる　こわい武器	 ２年　安倍　成美
見のがすな　苦しむ人の　ＳＯＳ	 ２年　喜多　実咲
いじめなし　笑顔ありの　世の中へ	 ３年　乾　　咲良
あの子の声　知らないフリは　もうやめよう	 ３年　一宮ひかり
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や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２･

５
０
０
０)

令
和
２
年
度

町
民
農
園
利
用
者
募
集

　

富
吉
ふ
れ
あ
い
農
園
・
勝
瑞
馬
木
い
き
い

き
農
園
の
利
用
者
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。

●
富
吉
ふ
れ
あ
い
農
園

場

所　
富
吉
字
地
神
48
番
地
４

募
集
区
画　
６
区
画

●
勝
瑞
馬
木
い
き
い
き
農
園

場

所　
勝
瑞
字
西
勝
地
１
８
０
番
地
１

募
集
区
画　
８
区
画

●
共
通
事
項

面

積　
30
㎡
／
区
画

利
用
料　
６
千
円
／
年
額

利
用
条
件　
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
町
民

　
　
　
　
の
方
で
、
農
園
の
管
理
等
が
十

　
　
　
　
分
に
で
き
、
町
税
等
の
滞
納
が

　
　
　
　
な
い
方

利
用
期
間　
令
和
２
年
４
月
～
令
和
３
年
３

　
　
　
　

月（
利
用
の
延
長
は
最
大
２
回

　
　
　
　
ま
で
）

利
用
方
法　
経
済
産
業
課
備
付
け
の
申
込
用

　
　
　
　
　
紙
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

選
考
方
法　
申
込
順　
（
募
集
数
に
達
し
た

　
　
　
　
場
合
、
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
）

問 

経
済
産
業
課

　

   （
☎
６
３
７・３
１
２
０
）

「
大
麻
山
登
山
教
室
」

　
風
は
冷
た
く
て
も
体
は
温
か
い
！
一
緒
に

温
ま
り
ま
し
ょ
う
♪

日

時　
２
月
２
日（
日
）午
前
９
時
出
発

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
５
０
０
円（
保
険
料
）

　
　
　
　
　
☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は

　
　
　
　
　
　

無
料

※
お
や
つ
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

集
合
時
間
の
30
分
前
に
体
育
セ
ン
タ
ー
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

藍
住
歩
こ
う
会

「
新
春　
三
社
参
り
コ
ー
ス
」

　
町
内
の
春
日
・
諏
訪
・
住
吉
神
社
を
ま
わ

り
ま
す
。
約
７
km

日

時　
１
月
19
日（
日
）午
前
９
時
～
正
午

「
吉
成
駅
周
遊
コ
ー
ス
」

　

寒
い
と
き
は
み
ん
な
で
歩
い
て
暖
ま
ろ

う
！ 

約
９
㎞

日

時　
２
月
16
日（
日
）午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
体
育
セ
ン
タ
ー
前

参
加
費　
３
０
０
円（
保
険
料
）

　
　
　
　
　
☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員

　
　
　
　
　
　
は
無
料

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

　
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

か
ら
の
お
知
ら
せ
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成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言

無
料
相
談
会

　
認
知
症
等
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
た
た
め
に
、
日
常
生
活
に
不
利
益
を

被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、「
成
年
後
見
制

度
」が
あ
な
た
や
家
族
を
守
り
ま
す
。

　

隔
月
１
回
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
定
例
相
談
日
】

　
　
　
　
偶
数
月
第
１
水
曜
日

日

時　
２
月
５
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

場

所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
和
室（
役
場
４
階
）

問 

一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　
　
　
徳
島
市
東
沖
洲
二
丁
目
１-

８

　
　
　
県
行
政
書
士
会
館
内

（
☎
６
７
９・４
４
４
０
）

健
康
づ
く
り
講
座

日

時　
１
月
24
日（
金
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分（
受
付
午
前
９
時
45
分
か
ら
）

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
１
階
多
目
的
室

内

容　
講
演「
自
覚
症
状
な
く
進
展
す
る

　
　
　
　
腎
臓
病　
～
腎
臓
病
を
い
か
に
考

　
　
　
　
え
る
か
～
」

講

師　
土
井 

俊
夫　
氏（
川
島
病
院
腎
臓

　
内
科
、徳
島
大
学
名
誉
教
授
腎
臓
内
科
学
、

　
財
団
法
人
生
産
開
発
科
学
研
究
所
顧
問
）

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
１
月
22
日（
水
）

※
当
日
、
ご
家
庭
の
汁
物
の
塩
分
測
定
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
50
㏄
程

度
を
容
器
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

野
菜
た
っ
ぷ
り
打
ち
込
み
う
ど
ん 

祖
母
の
味

日

時　
１
月
27
日（
月
） 

午
前
９
時
～
午
後
１
時

場

所　
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
調
理
室

内

容　
調
理
実
習 

「
冬
野
菜
が
た
く
さ
ん
と

れ
て
体
が
温
ま
る
料
理　

讃
岐
と
阿
波
の
郷

土
料
理
野
菜
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
を
楽
し
も
う
」

　
①
打
ち
込
み
う
ど
ん
、
②
奈
良
和
え

　
③
う
い
ろ
羊
羹

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　
手
ふ
き
用
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク

申
込
期
限　
１
月
22
日（
水
）

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」生
活
環
境
部

男
性
料
理
教
室

日

時　
１
月
30
日（
木
）　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
１
階
調
理
室

内

容　
調
理
実
習

　
　
　
　
（
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー　
他
）

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

　
　
　
　
手
ふ
き
用
タ
オ
ル

申
込
期
限　
１
月
24
日（
金
）

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」

楽
し
い
食
卓 
毎
日
元
気
!!

日

時　
２
月
７
日（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
１
階
調
理
室

内

容　
テ
ー
マ「
あ
っ
た
か
冬
野
菜
料
理
」

　
　
　
　
調
理
実
習　

　
　
　
　
（
大
根
の
グ
ラ
タ
ン
、
チ
ー
ズ
カ

　
　
　
　
レ
ー
チ
ャ
ー
ハ
ン　
他
６
品
）

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
３
０
０
円

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　
手
ふ
き
用
タ
オ
ル

申
込
期
限　
１
月
30
日（
木
）

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」食
育
部

親
子
料
理
教
室

日

時　
２
月
８
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
１
階
調
理
室

内

容　
テ
ー
マ「
み
ん
な
で
学
ぼ
う
！
食

　
　
　
　
育
５
つ
の
力
」

調
理
実
習　
（
ご
は
ん
、
豚
ス
ラ
イ
ス
の
ロ
ー

　
ル
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロッ
コ
リ
ー
と
じ
ゃ
が
い
も

　
の
パ
ン
粉
焼
き
、
フ
ル
ー
ツ
パ
ン
ケ
ー
キ
）

対

象　
幼
稚
園
児
・
小
学
生
・
中
学
生
と

　
　
　
　
保
護
者

定

員　
10
組（
申
込
順
）

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
用
タ
オ
ル

　
（
参
加
者
に
バ
ン
ダ
ナ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
）

申
込
期
限　
１
月
30
日（
木
）

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」栄
養
部

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

人
権
講
座
受
講
生
募
集

　
第
６
回
人
権
講
座
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　
美
し
い
生
き
方
を
共
に
探
し
ま
せ
ん
か
。

日

時　
１
月
24
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

講

師　
県
人
権
教
育
指
導
員

　
　
　
　
大
下　
直
樹　
さ
ん

演

題　
認
知
症
の
人
と
家
族

受
講
料　
無
料

申
・
問 

教
育
委
員
会
内

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）
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消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

宅
配
便
の
不
在
通
知
を
装
う

迷
惑
メ
ー
ル

　
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
宅
配

業
者
か
ら『
お
荷
物
を
届
け
ま
し

た
が
不
在
の
た
め
持
ち
帰
り
ま
し
た
』と
い

う
内
容
が
S
M
S
メ
ー
ル
で
届
い
た
が
、
業

者
名
が
な
い
」と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
無
作
為
に
送
信
さ
れ
た
迷
惑
メ
ー

ル
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る

U
R
L
を
タ
ッ
プ
す
る
と
不
正
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
よ
う
誘
導
さ
れ
ま
す
。

メ
ー
ル
に
確
認
す
る
よ
う
に
と
あ
っ
て
も
連

絡
せ
ず
、関
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

不
審
な
内
容
が
届
い
た
場
合
は
、
連
絡
す
る

前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

困
っ
た
と
き
の
相
談
情
報
窓
口

『
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
』

　

消
費
生
活
相
談
員
２
名
が
無
料
で
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
不
安
な
と
き
、
困
っ
た

と
き
は
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時　
月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

場

所　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
図
書
館
２
階
）

　
　
　
　
　
　
　

        

泣
く  

い
や
よ
は
こ
こ
！

問 

専
用
電
話（
☎
６
７
９・１
８
４
８
）

　
　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
（
局
番
な
し
１
８
８
）

〔
第
２
回
〕

日
時
：
１
月
25
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

内
容
：「
細
川
一
族
の
文
芸
～
阿
波
細
川
氏

　
を
中
心
と
し
て
」

　
（
講
師
）須
藤 

茂
樹 

氏

　
　
　
　
（
四
国
大
学
教
授
）

〔
第
３
回
〕

日
時
：
２
月
22
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

内
容
：「
戦
国
期
の
京
都
の
景
観
と
生
活
～

　
細
川
管
領
邸
と
そ
の
周
辺
」

　
（
講
師
）山
田 

邦
和 

氏

　
　
　
　
（
同
志
社
女
子
大
学
教
授
）

〔
第
４
回
…
勝
瑞
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

日
時
：
３
月
14
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
５
時

内
容
：「
細
川
澄
元
・
晴
元
父
子
の
上
洛
戦
」

　
（
講
師
）馬
部 

隆
弘 

氏

　
　
　
　
（
大
阪
大
谷
大
学
准
教
授
）

　
「
阿
波
細
川
氏
の
遺
跡
と
し
て
の
勝
瑞
」

　
（
講
師
）重
見 

髙
博

　
　
　
　
（
町
教
育
委
員
会
課
長
補
佐
）

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
中
世
細
川
氏
の
実
像
」

　
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）須
藤 

茂
樹 

氏

　
（
パ
ネ
ラ
ー
）馬
部 
隆
弘 

氏
、

　
　
　
　
　
　
長
谷
川 
賢
二 

氏
、
重
見 

髙
博

問 

教
育
委
員
会 （
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度    

勝
瑞
学
講
座

勝
瑞
学
講
座

～
守
護
細
川
氏
と
勝
瑞
Ⅱ
～

★
お
は
な
し
会

　
毎
週
日
曜
日

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　
１
月
22
日（
水
）、
２
月
12
日（
水
）

　
午
前
10
時
30
分 

～ 

11
時

◎
休
館
日　
　
毎
週
月
曜
日

　
図
書
整
理
日　
１
月
16
日（
木
）

　
祝　
　
　
日　
２
月
11
日（
火
）

◎
特
別
整
理
休
館

　
　
　
　
　
　
　
２
月
13
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
～
２
月
20
日（
木
）

　
こ
の
期
間
、
特
別
整
理（
蔵
書
点
検
）の

た
め
休
館
し
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集　

　
し
て
い
ま
す

　
　
図
書
館
で
、
赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
な
子

　
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
だ

　
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

　
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
利
用
者
カ
ー
ド
の
発
行
後
、
３
年
ご
と

　
に
登
録
情
報
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
該
当
す
る
方
に
は
、
住
所
氏
名
等
が

　
確
認
で
き
る
も
の
の
提
示
を
お
願
い
し

　
て
い
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

●
●
● 

図
書
館
の
行
事 

●
●
●

あ
い
ず
み
歴
史
散
歩

あ
い
ず
み
歴
史
散
歩

～
城 

跡 

巡 

り
～

⑥
元
村
の
地
蔵
尊

所
在
地
：
徳
命
字
元
村

　

徳
命
八
幡
神
社
の
西
側
の
道
を
北

に
向
か
い
、
環
状
線
を
横
切
っ
て
さ

ら
に
進
む
と
道
沿
い
に
お
地
蔵
さ
ま

が
い
ま
す
。安
永
８
年（
１
７
７
９
年
）

の
銘
を
も
つ
、
丸
彫
り
の
半
跏
像
で

す
。
町
内
に
は
、
67
基
の
地
蔵
が
知

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
最
も
多

い
の
が
こ
の
お
地
蔵
さ
ま
と
同
じ
丸

彫
り
の
も
の
で
、
全
体
の
85
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
の
割
合
は
、
山
間

部
と
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
高
い
数
字

と
な
り
ま
す
。
丸
彫
り
は
像
の
高
さ

が
高
く
な
り
、
台
石
も
２
～
３
段
積

む
の
で
総
高
も
高
く
な
り
ま
す
。
山

間
部
と
平
野
部
で
は
、
石
材
の
運
搬

や
像
の
組
立
の
面
な
ど
か
ら
そ
の
大

小
は
当
然
考
慮
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
藍
が
急
速
に
発
展
し
た
江
戸

中
期
以
降
に
多
く
の
地
蔵
尊
が
建
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
、
そ
こ

に
は
地
域
の
人
々
の
経
済
力
も
関
係

し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
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わ
ろ
て
な
！
狂
言
会

（
開
催
日
間
近
！
）

日

時　
１
月
18
日（
土
）

開

場　
午
後
１
時
30
分

開

演　
午
後
２
時

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
全
席
自
由

　
一　
　
般　
１
５
０
０
円（
当
日
２
千
円
）

　
高
校
生
以
下　
５
０
０
円（
当
日
７
０
０
円
）

　
町
民
チ
ケ
ッ
ト　
千
円（
当
日
販
売
な
し
）

※
町
民
チ
ケ
ッ
ト
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
の

み
取
り
扱
い
。
住
所
が
わ
か
る
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
追
加
情
報
】

　
直
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

日

時　
１
月
17
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

定

員　
30
人

※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

仲
道
郁
代

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

～
わ
た
し
の
ピ
ア
ノ
物ス

ト
ー
リ
ー語

～

（
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
）

日

時　
２
月
24
日（
月
・
振
休
）

開

場　
午
後
１
時
30
分

開

演　
午
後
２
時

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
全
席
指
定　
１
５
０
０
円

（
当
日
２
千
円
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
本
コ
ン
サ
ー
ト
は（
公
財
）三
井
住
友
海
上

　
文
化
財
団
の
助
成
に
よ
り
特
別
料
金
に
設

　
定
し
て
い
ま
す
。

前
売
券
販
売
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
、

　
町
立
図
書
館
、
小
山
助
学
館
本
店

※
前
売
券
が
完
売
し
た
場
合
、
当
日
券
の
販

　
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仲
道
郁
代

子
ど
も
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

（
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
）

日

時　
２
月
23
日（
日
・
祝
日
）

開

演　
午
前
10
時
30
分

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
全
席
自
由
席

　
　
　
　
　
親
子
ペ
ア　
５
０
０
円

※
３
歳
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。

※
親
子
ペ
ア
は
大
人
１
人
、
中
学
生
以
下
の

　
子
供
１
人
で
す
。

※
お
１
人
様
で
も
５
０
０
円
で
入
場
で
き
ま
す
。

※
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
は
総
合
文

　
化
ホ
ー
ル
で
の
み
取
り
扱
い
ま
す
。

吉
本
新
喜
劇
in
あ
い
ず
み

（
２
月
４
日
か
ら
優
先
販
売
開
始
）

　
吉
本
新
喜
劇
が
総
合
文
化
ホ
ー
ル
に
や
っ

て
き
ま
す
。

日

時　
３
月
20
日（
金
・
祝
日
）

　
　
　
　
　
１
回
目　
午
後
１
時
～

　
　
　
　
　
２
回
目　
午
後
３
時
30
分
～

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
全
席
指
定　
３
千
円

（
当
日
３
５
０
０
円
）

【
前
売
券
販
売
開
始
日
】

優
先
販
売
：
２
月
４
日（
火
）午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
（
藍
住
町
在
住
の
方
）

一
般
販
売
：
２
月
12
日（
木
）午
前
９
時
～

前
売
券
販
売
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
、

　
町
立
図
書
館
、
小
山
助
学
館
本
店

※
優
先
販
売
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
の
み
取

り
扱
い
。
住
所
が
わ
か
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
優
先
販
売
で
チ
ケ
ッ
ト
が
完
売
し
た
場

合
、
一
般
発
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
合
文
化
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
案
内

藍
を
使
っ
て

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

in
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島

　
藍
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ゆ
め
タ

ウ
ン
徳
島
で
開
催
し
ま
す
。

日

時　
１
月
26
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
（
最
終
受
付
午
後
４
時
）

場

所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島

　
　
　
　
１
階
専
門
店
ゾ
ー
ン（
靴
下
屋
前
）

内

容

【
ラ
パ
ポ
ム
：
春
田 

真
紀
氏
】

①
藍
染
花
と
レ
ジ
ン
で
つ
く
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー

・
ス
ト
ラ
ッ
プ　
　
　
　
　
　
　
８
０
０
円

・
ネ
ッ
ク
レ
ス　
　
　
　
　
　
１
２
０
０
円

・
ピ
ア
ス
、
イ
ヤ
リ
ン
グ　
　
１
６
０
０
円

②
ス
カ
ー
フ
シ
ュ
シ
ュ　
　
　
１
６
０
０
円

③
藍
染
の
布
花
で
つ
く
る
コ
サ
ー
ジ
ュ

１
６
０
０
円

【
リ
ミ
テ
ッ
ド
メ
イ
ド
：
岡
久 

献
司
氏
】

④
藍
の
布
で
つ
く
る　
エ
コ
バ
ッ
グ

１
２
０
０
円

⑤
藍
の
布
で
つ
く
る　
シ
ュ
シ
ュ

８
０
０
円

⑥
藍
の
布
で
つ
く
る　
く
る
み
ヘ
ア
ゴ
ム

８
０
０
円

　
く
る
み
二
つ
付
き
の
場
合　
　
　
　
千
円

※
参
加
費
は
材
料
費
込
み
の
値
段
で
す
。

※
事
前
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
他
に
も
メ
ニ
ュ
ー
は
あ
り
ま
す
。

問 

経
済
産
業
課 （
☎
６
３
７・３
１
２
０
）

●
●
●
新
着
情
報
●
●
●

　
風
情
の
あ
る
お
屋
敷
の
中
で
、
藍
染
体
験
が

　
風
情
の
あ
る
お
屋
敷
の
中
で
、
藍
染
体
験
が

で
き
ま
す
。
天
然
藍
で
思
い
出
の
あ
る
洋
服
な

で
き
ま
す
。
天
然
藍
で
思
い
出
の
あ
る
洋
服
な

ど
を
染
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
染
め
物

ど
を
染
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
染
め
物

持
込
み
に
よ
る
藍
染
体
験
も
で
き
ま
す
。

持
込
み
に
よ
る
藍
染
体
験
も
で
き
ま
す
。

　　
自
然
素
材
の
木
綿

自
然
素
材
の
木
綿･･

麻麻･･

シ
ル
ク
は
よ
く
染
ま

シ
ル
ク
は
よ
く
染
ま

り
ま
す
。（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ
ト
は
不
可
）

り
ま
す
。（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ
ト
は
不
可
）

　
持
込
み
体
験
価
格
１ｇ

　
持
込
み
体
験
価
格
１ｇ
1515
円
＋
税
・
シ
ル
ク

円
＋
税
・
シ
ル
ク

１ｇ１ｇ
3030
円
＋
税
円
＋
税

※
家
紋
他
ご
希
望
の
柄
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

※
家
紋
他
ご
希
望
の
柄
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
相
談
に
応
じ
ま
す

ご
相
談
に
応
じ
ま
す

　
第
１
日
曜
日　
琵
琶
演
奏
体
験

　
第
１
日
曜
日　
琵
琶
演
奏
体
験

　
第
２
日
曜
日　
横
笛
・
尺
八

　
第
２
日
曜
日　
横
笛
・
尺
八

　
第
３
日
曜
日　
琴
演
奏
体
験
学
習

　
第
３
日
曜
日　
琴
演
奏
体
験
学
習

　
第
４
日
曜
日　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

　
第
４
日
曜
日　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

　　
各
演
奏
・
体
験
は
午
前

各
演
奏
・
体
験
は
午
前
1010
時
～
午
後
３
時

時
～
午
後
３
時

問  

藍
の
館

藍
の
館  （
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

（
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

藍
の
館イ

ベ
ン
ト
案
内

問 

総
合
文
化
ホ
ー
ル

総
合
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
６
３
７・３
３
４
４
）

（
☎
６
３
７・３
３
４
４
）
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月
届出おくやみ申し上げますおくやみ申し上げますおくやみ申し上げます 1212月

届出

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
板野西部青少年補導センター
藍 住 町 青 少 年 相 談 室

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

奥　藤　快　斗（か い と） 男 倫 人 ・ 芙美子 東中富字敷地傍示

井　上　柚　那（ゆ な） 女 勇 人 ・ 由 梨 徳命字小塚東

武　市　和　樹（か ず き） 男 洋 和 ・ 智 子 住吉字神蔵

山　田　雪　乃（ゆ き の） 女 拓 也 ・ 佑 子 住吉字神蔵

澤　　　　　樹（い つ き） 男 卓 也 ・ 美貴子 富吉字中新田

林　　　楓　華（ふ う か） 女 翔 馬 ・ 沙弥佳 矢上字原

梶　本　紗　來（さ　 ら） 女 尚 希 ・ 知 香 東中富字龍池傍示

森　　　すみれ（す み れ） 女 大 貴 ・ 玲 衣 矢上字北分

中　川　　　琳（り　 ん） 男 晃 司 ・ 久美子 徳命字元村東

大　山　　　遼（り ょ う） 男 郷 ・ 佑 美 東中富字鑓場傍示

貞　光　奏　汰（そうだい） 男 秀 浩 ・ 麻裕子 奥野字原

長谷川　文　乃（ふ み の） 女
達 哉 ・ 綾 矢上字春日

長谷川　鈴　乃（す ず の） 女

松　下　凜　央（り　 お） 女 宗一郎 ・ 麻里子 奥野字長江口

鈴　江　琥太朗（こたろう） 男 功 起 ・ 千 絵 矢上字春日

太　田　慶　翔（け い と） 男 慶 英 ・ 千 暖 奥野字原

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康
チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各
地域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

１月１５日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
レクリエーション

１月１５日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

１月１７日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

１月２０日 金 午後１時30分～３時 住吉老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

１月27日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

１月27日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

２月３日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

２月４日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

２月５日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容： 健康チェック（血圧測定、検尿）と健康体操、
　　    レクリエーション等を行っております。

問   社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内いきいきサロンのご案内

町
民
の
方
を
対
象
に
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼
ハ
ガ
キ
に
作
品（
１
人
１
句
又
は
１
首
）と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
投
稿
し
て
く

　
だ
さ
い
。
選
考
の
上
、
直
近
の
広
報
紙
へ
掲
載
し
ま
す
。

※
読
み
仮
名
の
表
記
が
必
要
な
場
合
は
、
必
ず
ハ
ガ
キ
に
読
み
仮
名
を
記
載
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

〒
７
７
１・１
２
９
２ 

奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
１　
企
画
政
策
課

（氏 名） （年 齢） （住  所）

水　井　三　雄 82歳 勝瑞字西地

藤　本　典　子 91歳 徳命字前須東

松　浦　長　子 85歳 奥野字乾

髙　濵　コスギ 95歳 徳命字前須東

石　川　珠　枝 86歳 矢上字北分

岡　田　　　弘 81歳 東中富字東傍示

竹　内　　　稔 84歳 住吉字逆藤

脇　坂　トシ子 86歳 矢上字西

風
に
立
つ
棕し

ゅ

櫚ろ

の
孤
島
や
冬
ざ
る
る　
　
　
　

佐
藤
友
木
子

堂
に
満
つ
墨す

み

摺
る
音
の
清さ

や

け
さ
よ　
　
　
　
　

坪
平　

洋
子

夕
し
ぐ
れ
遠
き
茜
の
彩い

ろ

染
め
て　
　
　
　
　
　

出
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12月28.29.30.31.  1月1.2.3
年末年始で休診です

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

検索とくしま耳鼻科

MASUDA
CLINIC

増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・予防接種・禁煙指導承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○

○ ○ ○ ○

○
5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30
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TEL（088）635-8461　藍住町東中富字西安永133－59
放課後等デイサービス

藍住町東中富字西安永133－59

支援を必要とする子ども（学童）に放課後の支援をご提供します。
月～土（9：30～17：30）
就労支援サービス
知的障がいのある人に福祉就労支援をご提供します。
月～土（9：30～ 15：30）

送迎サービスも行っておりますのでご相談ください

板野南小学校

ファミリー
マート

オレンジ
ノート

TEL（088）635-8461 藍住町東中富字西安 133 9安藍住町東中富字西安藍住町東中富字西安永永 9133－59133－59

オレンジノートオレンジノートオレンジノート
ＮＰＯ法人　藍住町手をつなぐ育成会

2020年も
宜しくお願い致します。




